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車載アンテナにおいては、古くからある放送受信用に加え、近年では、さらなる安全
性 と快適性向上のため、無線通信や車両制御用のアンテナ等、様々なアンテナが搭載さ
れて いる。車載アンテナでは、車体にも電流が流れるため、アンテナ評価は車体全体を
含めて 行う必要があり、かつ十分な距離をとり遠方界領域で評価する必要があるので、
広大なス ペースが必要となり、設備コストも増加する。こういった問題は移動通信基地
局として用 いられているセクタアンテナの評価に関しても同じである。こういった中で
セクタアンテ ナでは円筒、車載アンテナでは半球面走査による近傍界測定による評価
が近年提案されて いる。本論文ではまずセクタアンテナについて、振幅と位相が測定
可能という仮定のもと、測定高速化のため、周方向の電界をマルチプローブで測定する
ことを想定する。この時、プ ローブはスペースや結合の影響で密に配置できない。そこ
で、本研究では補間によるサン プリング数の削減と削減限界について検討する。また、
車載アンテナでは位相が測定でき ないことを仮定し、代わりに 2 面の半球面近傍界振
幅のみを測定し、Phase Retrieval(PR) 法を用いて波源の最適化を行う。この時、モノ
ポールアンテナのようなヌル点を持つアン テナでは、従来の最適化法では特定の距離
でないとうまく最適化ができない。そこで、本 研究では、モーメント法から得られる電
流分布を初期値として与えることで精度を改善す ることを検討する。
　本論文ではまず、シミュレーションにてセクタアンテナを想定したモデルを用いて、
振 幅、位相情報を用いて複素領域にて 3 次スプライン補間を行うことで、少ないサン
プル点 から精度よく補間が可能なを示した。また、利得に対してパターンは複雑化す
るため、利 得に対する必要サンプル間隔を明らかにした。更に、主放射方向と反対側の
サンプリング 削減によってパターンの推定精度は測定範囲に依存し、指向性利得は問
題なく評価が可能 であることを示した。また、波源最適化では、提案手法により、モノ
ポール型のアンテナ でも距離の組み合わせに依らず最適化が可能であることを示した。
またヌル点における急 激な位相変化とヌル点を中心とする位相の非対称性が最適化に
影響を与えており、提案手 法では、初期値を用いることによって、こういった情報を簡
易的に与えて解を拘束するこ とができるため、最適化精度を向上することができるこ
とを示した。また、より高精度の 最適化に必要な条件を解析的に示した。更に実験にお
いても提案手法の有効性を示した。


